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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、為替の急速な円高の進行の企業収益への影響がみられるものの、

設備投資の持ち直しや雇用情勢の改善など緩やかな回復基調で推移しました。

しかしながら、景気の先行きは中国を始めとするアジア新興国や資源国経済の下振れ懸念に加え、英国の欧州連合

（ＥＵ）離脱に端を発した金融資本市場の変動の影響など依然不透明な状況にあります。

このような状況下、当社グループは自社開発品目の普及拡販と海外事業の拡大を目指しました。当第３四半期連結累

計期間の売上高は、海外農薬販売において園芸用殺虫剤「フェニックス」の技術導出先への原体販売が前期で終了した

ことや、ノウハウ技術料収入の大幅な減少などから392億17百万円（前年同期比68億10百万円減、同14.8％減）となりま

した。利益面においてもノウハウ技術料収入の減少や為替の円高への進行などから営業利益は50億30百万円（前年同期

比51億80百万円減、同50.7％減）、経常利益は46億81百万円（前年同期比49億80百万円減、同51.5％減）となりました。

また、親会社株主に帰属する四半期純利益は特別損失として「製品回収関連費用」を計上したこともあり、27億27百万

円（前年同期比36億94百万円減、同57.5％減）となりました。

当第３四半期連結累計期間における報告セグメントの概況は以下のとおりです。

[農薬事業]

国内農薬販売では、新製品５剤の販売を開始し品目ポートフォリオの拡充を図るとともに、「フェニックス」を始めと

する自社開発品目の普及拡販に努めました。また、農薬原体販売では園芸用殺虫剤「ハチハチ」の当用期に向けた販社

への販売が好調に推移しました。しかしながら、農薬需要の縮減傾向に加え、販売競争の激化や水稲用除草剤の伸び悩

みなどから国内販売全体の売上高は前年同期を下回りました。

海外農薬販売では、病害虫の小発生や天候不順による過年度の在庫調整などからアジアならびに米州における販売が

低調に推移しました。さらに、「フェニックス」原体の技術導出先への販売が前期で終了したことや為替の急激な円高へ

の進行などから海外販売全体の売上高は前年同期を下回りました。

なお、ノウハウ技術料収入は技術導出先の主要販売地域での流通在庫の影響などから同導出先の販売が低迷し、前年

同期を大幅に下回りました。

これらの結果、農薬事業の売上高は346億33百万円（前年同期比71億60百万円減、同17.1％減）となり、営業利益は40

億22百万円（前年同期比54億75百万円減、同57.6％減）となりました。

[農薬以外の化学品事業]

化学品事業では、シロアリ薬剤の販売が伸び悩みました。一方、医薬品事業では、本年４月より佐藤製薬株式会社な

らびに株式会社ポーラファルマが販売を開始した外用爪白癬治療薬「ルコナック」の原薬として外用抗真菌剤「ルリコ

ナゾール」の供給を開始したことなどから売上高が伸長しました。

　これらの結果、農薬以外の化学品事業の売上高は32億29百万円（前年同期比３億51百万円増、同12.2％増）となり、

営業利益は12億90百万円（前年同期比３億66百万円増、同39.7％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ53億63百万円増加し、866億円となりました。

これは、投資有価証券の減少を上回る現金及び預金並びに受取手形及び売掛金の増加が主な要因です。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ79億77百万円増加し、381億80百万円となりました。これは、短期

借入金及び長期借入金の増加が主な要因です。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ26億14百万円減少し、484億20百万円となりました。これは、親

会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加があったものの、為替換算調整勘定等のその他の包括利

益累計額が悪化したことによるものです。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年９月期通期の連結業績予想につきましては、平成27年11月13日公表の業績予想を修正いたしました。詳

細につきましては、本日（平成28年８月５日）発表の「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しています。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の摘要）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更い

たしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方

法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っています。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しています。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

　(減価償却方法の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を当第３四半期連結会計期間に適用し、国内連結子会社において、平成28年４月１

日以後に取得する建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,382 10,492

受取手形及び売掛金 14,181 22,106

電子記録債権 585 1,631

商品及び製品 9,485 9,965

仕掛品 436 517

原材料及び貯蔵品 4,239 3,456

その他 3,166 3,407

貸倒引当金 △19 △23

流動資産合計 41,455 51,554

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,191 5,125

機械装置及び運搬具（純額） 3,172 3,214

土地 6,382 6,240

その他（純額） 1,073 865

有形固定資産合計 15,820 15,446

無形固定資産

のれん 5,836 4,768

その他 1,009 962

無形固定資産合計 6,845 5,730

投資その他の資産

投資有価証券 13,438 10,332

その他 3,734 3,545

貸倒引当金 △58 △8

投資その他の資産合計 17,115 13,869

固定資産合計 39,781 35,046

資産合計 81,237 86,600
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,947 5,149

電子記録債務 501 699

短期借入金 3,161 8,218

未払法人税等 1,029 234

賞与引当金 669 377

その他の引当金 50 40

営業外電子記録債務 55 83

その他 6,256 6,439

流動負債合計 16,672 21,243

固定負債

長期借入金 9,020 12,482

退職給付に係る負債 1,900 1,829

その他の引当金 97 87

その他 2,511 2,537

固定負債合計 13,530 16,937

負債合計 30,202 38,180

純資産の部

株主資本

資本金 10,939 10,939

資本剰余金 13,235 13,235

利益剰余金 26,319 28,044

自己株式 △1,725 △1,726

株主資本合計 48,768 50,493

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,766 1,279

為替換算調整勘定 △314 △4,002

退職給付に係る調整累計額 △159 △167

その他の包括利益累計額合計 1,292 △2,891

非支配株主持分 972 818

純資産合計 51,034 48,420

負債純資産合計 81,237 86,600
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 46,028 39,217

売上原価 24,189 23,132

売上総利益 21,839 16,085

販売費及び一般管理費 11,628 11,054

営業利益 10,211 5,030

営業外収益

受取利息 10 30

受取配当金 87 84

不動産賃貸料 58 61

為替差益 ― 313

その他 73 64

営業外収益合計 229 555

営業外費用

支払利息 75 120

為替差損 149 ―

たな卸資産廃棄損 61 70

持分法による投資損失 374 646

その他 118 67

営業外費用合計 778 905

経常利益 9,662 4,681

特別利益

固定資産処分益 ― 9

特別利益合計 ― 9

特別損失

固定資産処分損 7 54

製品回収関連費用 ― 311

特別損失合計 7 365

税金等調整前四半期純利益 9,654 4,325

法人税等 3,194 1,586

四半期純利益 6,460 2,738

非支配株主に帰属する四半期純利益 38 11

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,421 2,727
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 6,460 2,738

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 786 △487

為替換算調整勘定 40 △1,627

退職給付に係る調整額 11 △8

持分法適用会社に対する持分相当額 △295 △2,206

その他の包括利益合計 542 △4,329

四半期包括利益 7,002 △1,591

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,958 △1,456

非支配株主に係る四半期包括利益 44 △134
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

製品回収関連費用

当社グループが供給している原薬の製造に関して、独立行政法人医薬品医療機器総合機構によるGMP（製造管理

および品質管理の基準）適合性検査が行われ、GMP管理上の不備が指摘されました。これに伴い、供給先による製

品の自主回収がなされておりましたが、今般、供給先による製品の自主回収等に伴う当社グループの負担額が一

部決定し、特別損失として「製品回収関連費用」311百万円を計上しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年10月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３農薬

農薬以外の
化学品

計

売上高

外部顧客への売上高 41,793 2,878 44,672 1,356 46,028 ― 46,028

セグメント間の内部売上高
又は振替高

5 ― 5 740 746 △746 ―

計 41,799 2,878 44,677 2,097 46,774 △746 46,028

セグメント利益 9,497 923 10,421 259 10,680 △469 10,211

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、造園緑化工事、スポーツ施設経

営、不動産の賃貸、物流サービス、農薬残留分析ほかを含んでいます。

２ セグメント利益の調整額△469百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△472百万円、未実

現利益の調整等２百万円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

す。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

「農薬」セグメントにおいて、平成27年３月にHyderabad Chemical Pvt.Ltd.の株式を取得したことにより、

のれんが発生しております。当第３四半期連結累計期間における、同社株式取得に伴うのれんの増加額は5,027

百万円であります。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年10月１日 至 平成28年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３農薬

農薬以外の
化学品

計

売上高

外部顧客への売上高 34,633 3,229 37,863 1,354 39,217 ― 39,217

セグメント間の内部売上高
又は振替高

6 2 8 728 737 △737 ―

計 34,639 3,232 37,872 2,082 39,954 △737 39,217

セグメント利益 4,022 1,290 5,312 304 5,617 △586 5,030

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、造園緑化工事、スポーツ施設経

営、不動産の賃貸、物流サービス、農薬残留分析ほかを含んでいます。

２ セグメント利益の調整額△586百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△548百万円、未実

現利益の調整等△38百万円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

す。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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